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論 文 の 要 旨 
オブジェクト関係マッピング(ORM)フレームワークは，オブジェクト指向プログラミング言語を用
いたデータベースアプリケーションの開発において，(a)永続化対象となるメモリ上のデータをオブ
ジェクト指向言語で扱うための永続化クラス，(b)これを関係データベース(RDB)上で格納するための
関係スキーマ，(c)永続化クラスから RDB へのアクセスを仲介する RDB アクセスコードの効率的な設
計や開発を支援するものである．従来の ORM フレームワークは，次のような二つのグループに大別で
きる．（1）永続化クラスと関係テーブルの１対１対応を基本とし比較的簡易な記述でマッピングを実
現するフレームワーク，（2）１対１以外のより複雑な対応関係を実現できるが比較的複雑な記述を必
要とするフレームワーク． 
データベースアプリケーションは，小規模なプロトタイプの構築と機能拡張を繰り返す開発方式が
とられることも多い．（1）のフレームワークは，開発の初期においては利便性が高いが，開発が進み
永続化クラスと関係テーブルのより複雑な対応関係が求められるような状況への対応が難しい．一
方，（2）のフレームワークは，開発初期から永続化クラスと関係テーブルの複雑な対応関係の記述を
行うか，機能拡張の際に複雑な対応関係を追加するための多くの記述の追加編集が繰り返し必要とな
る．ORM フレームワークは，単純な１対１対応関係から複雑な対応関係に移行する開発を効率的にサ
ポートすることが望ましいが，既存の ORMフレームワークではこれは容易ではない． 
このような問題に対応するため，本論文では ORM フレームワーク DBPowder とその記述言語
DBPowder-mdlを提案している．DBPowderは，利用者が拡張実体関連(EER)モデル記述を DBPowder-mdl
で与えると，永続化クラスと関係テーブルの１対１対応に基づき，永続化クラス，関係スキーマ，RDB
アクセスコードを自動生成する．１対１対応を基本とするマッピングの簡易な実現が要求される開発
初期は，このような形で支援する．開発工程が進み複雑な対応関係の実現が要求される際には，EER モ
デル上の実体の走査経路と利用方法を指定したラベル付き有向グラフ ObjectViewを DBPowder-mdl記
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述として与える．ObjectViewからは，より複雑な対応関係を実現した永続化クラスと RDBアクセスコ
ードが生成される．また，実際に Java言語を対象に提案フレームワークを実現した DBPowder ORMシ
ステムを実装している． 
 さらに，本論文では，提案手法の有効性を検証するため，次の４点に関して複数の既存 ORMフレー
ムワークとの比較評価を行っている．（ア）ORM の記述力，（イ）複数のアプリケーション事例に対す
る必要な記述量，（ウ）単純な対応関係のみからなるマッピングに複雑な対応関係を追加する際に必
要となる編集回数や単語数，（エ）OO7 ベンチマークを用いた性能評価．これらの比較評価の結果，
本論文における提案手法の有効性を示している． 
 
 
審 査 の 要 旨 
【批評】 
システム開発においてオブジェクト指向プログラミング言語と関係データベースの利用が一般化
している今日，オブジェクト関係マッピングは開発を支援する重要な技術である．本論文は，従来手
法が，上記に述べた 2つのアプローチに分化していることに着目し，その両者を橋渡しするアプロー
チを示したものである．手法の提案のみでなく，実際の支援システムを構築し，さらに既存フレーム
ワークとの様々な比較評価によって有効性を示していることは評価できる．また，自身の所属機関に
おける実業務で提案システムを利用している点も高く評価できる．本研究は，従来とは異なるオブジ
ェクト関係マッピングフレームワークの実現形態を示し実証した点で，情報工学上の貢献が十分に認
められる．今後，スキーマ進化等を含めた既存システムの機能追加や保守支援等，実用システムとし
て機能の充実が進められることを期待する． 
 
【最終試験の結果】 
平成 26年 1月 24日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
